
平成平成平成平成 22222222 年度国体候補選手選考会年度国体候補選手選考会年度国体候補選手選考会年度国体候補選手選考会要項要項要項要項（（（（成年成年成年成年の部）の部）の部）の部）    

 １．主  催  (財)新潟県体育協会・新潟県バドミントン協会 

 ２．共  催  新潟県教育委員会・阿賀野市・阿賀野市教育委員会 

 ３．後  援  阿賀野市体育協会 

 ４．主  管  新潟県バドミントン協会下越支部・阿賀野市バドミントン協会 

 ５．日  時  平成 22 年 5 月 15 日（土）午前 9時 00 分 開会式 

   平成 22 年 5 月 16 日（日）午前 9時 00 分 残り全試合 

 ６．会  場  阿賀野市 水原総合体育館 

 ７．競技方法  ・競技規則  平成 22 年度(財)日本バドミントン協会競技規則の他 

                    大会運営規程及び公認審判員規程による 

         ・種  別  成年男子･成年女子 

         ・種  目  ダブルス･シングルス 

         ・試合方法  トーナメントによる個人戦 

         ・使 用 球  ヨネックストーナメント ニューオフィシャル 

 ８．参加資格  ①第 63.64 回国体に他県から出場した者は本予選に出場できない。但し、

    大学等の新卒者、結婚（離婚）による場合と、ふるさと選手はこの限りで

    はない。 

   ②平成 22 年 4 月 30 日以前から本大会参加時まで、引き続き当各地にそれ

    ぞれ居住・勤務していなければならない。 

 ③「ふるさと選手制度」を利用する者は、事前に競技委員長宛て提出し、県協

会経由で県体育協会へふるさと登録を申請しなければならない。尚、登録済み

の者は「制度使用申請届」を提出するものとする。 

     ９．参 加 料  ・日本協会会員登録済 一人 1種目 1,200 円 2 種目 2,400 円 

         ・日本協会未登録者 は、別途ひとりにつき 1,000 円加算になります。 

一人 1種目 2,200 円 2 種目 3,400 円 

 10．表  彰  優勝者には優勝杯（持ち回り）を、第 3位までの入賞者には賞状を授与する。 

            尚、表彰式について、第２位までは閉会式の授与式に参加することを義務付 

            けることとする。 

11．申込方法  所定の申込用紙に明記の上、E-mail か郵送（参加料は当日）で申し込むこと。

E-mail を推奨するが、この場合もプリントしたものに捺印のうえ郵送するこ

とで正式な申し込み完了とする。（電話・ＦＡＸでの申し込みは不可） 

 12．申込場所  〒〒〒〒957957957957----0055005500550055    新発田市諏訪町３－１３－６新発田市諏訪町３－１３－６新発田市諏訪町３－１３－６新発田市諏訪町３－１３－６            

                                                黒田黒田黒田黒田    恵美子恵美子恵美子恵美子    宛宛宛宛   ℡（携帯）０９０－８８４３－４８０８ 

                     E-mail      emi.kuro_1959emi.kuro_1959emi.kuro_1959emi.kuro_1959----0805@maroon.plala.or.jp0805@maroon.plala.or.jp0805@maroon.plala.or.jp0805@maroon.plala.or.jp    

                      ＊アンダーバーに注意してください。 

 13．申込締切  平成 22 年 4 月 21 日（水）必着のこと。 

 14．そ の 他 ・前年度優勝者は優勝杯をご持参ください。 

   ・試合中のケガ等、応急処置は致しますがその後の責任は一切負いません。 

・ 服装は(財)日本バドミントン協会大会運営規程第 21 条による。 



       

★国体候補選手の選考について 

    ①候補選手の選考大会 

・本大会と 2 月に開催された『平成 21 年度新潟日報杯争奪新潟県総合選手権大会兼平成 22年 

度第 1回国体候補選手選考会（成年の部）』の 2大会を選考対象とする。 

    

 ②候補選手の選考 

  ・上記①の２大会の競技成績等により、選手強化委員会が3名以上を候補選手として選考する。 

           

③正選手の決定 

・国体候補選手対象の強化練習会を重ねていく中で種別監督が強化委員会に諮り、正選手 3名 

を選考し、理事会の承認を得ることとする。 

    

④その他 

・候補選手の選考にあたっては各種別共にダブルスとシングルスの総合力をもって選考する。 

したがって、両種目にエントリーしていない者は選考から除外する場合がある。 

・日本代表選手として海外遠征・その他行事に参加のため、やむなく選考会 2 大会を欠場する 

選手が出るなど特殊なケースが発生した場合は、別途理事会で対応を協議する。 

    ・国体候補選手は選考２大会の成績等に基づき、本大会の閉会式時に発表する。 

 

 


